
五 二

天
暦
　
元

承
平
年
間

延
長
　
五

一
八

延
喜
一
二

天
長
　
七

延
暦
一
三

一
〇

天
平
　
六

養
老
　
二

和
銅
　
三

大
宝
　
元

持
統
　
八

白
鳳
　
三

年
　
号

九
五
一

九
四
八

九
四
七

九
三
一
～

三
八

九
二
七

九
一
八

九
一
二

八
三
〇

七
九
四

七
三
八

七
三
四

七
一
八

七
一
〇

七
〇
一

六
九
四

六
五
二

六
〇
〇

五
〇
〇

四
八
六

二
五
〇

前
　
一
五
〇

前
四
〇
〇
〇

前
五
〇
〇
〇

西
　
暦

大
古
根
八
幡
神
社
、

菅
原
道
清
に
よ
り
新
田
村
よ
り
勧
請
さ
れ
る
（

社
伝
）

坂
部
洞
雲
院
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

高
岡
天
満
社
、

京
都
よ
り
勧
請
さ
れ
る
（

天
満
社
由
緒
書
）

卯
之
山
最
勝
寺
、

仏
堂
に
大
場
山
宝
幢
大
菩
薩
建
立
す
る
（

菩
薩
胎
内
裏
書
）

知
多
郡
五
郷
の
中
に
英
比
郷
あ
り
（
「

和
名
抄
」
）

阿
久
比
神
社
、

官
社
と
し
て
「

延
喜
式
」

に
記
載
さ
れ
る

坂
部
八
幡
神
社
、

相
山
里
長
に
よ
り
創
建
さ
れ
る
（

八
幡
神
社
史
）

矢
口
箭
比
神
社
、

箭
野
正
良
に
よ
り
勧
請
さ
れ
る
（

箭
比
神
社
由
緒
書
）

椋
岡
平
泉
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

こ
の
こ
ろ
英
比
郷
よ
り
調
塩
貢
進
す
る
（

平
城
木
簡
）

尾
張
国
正
税
帳
に
知
多
郡
司
が
署
名

白
沢
八
幡
社
、

開
祖
正
保
に
よ
り
創
建
さ
れ
る
（

八
幡
社
記
）

阿
具
比
里
よ
り
庸
米
貢
進
す
る
（

藤
原
宮
木
簡
）

卯
之
山
最
勝
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

こ
の
こ
ろ
原
古
墳
築
造
さ
れ
る

こ
の
こ
ろ
二
子
塚
古
墳
築
造
さ
れ
る

阿
久
比
の
阿
久
比
神
社
創
建
さ
れ
る
（

阿
久
比
神
社
由
緒
書
）

こ
の
こ
ろ
殿
越
川
流
域
に
集
落
が
で
き
る

こ
の
こ
ろ
横
松
遺
跡
の
あ
た
り
に
人
跡
あ
り

主
　
　
要
　
　
事
　
　
項

「

和
名
抄
」

完
成

「

延
喜
式
」

完
成

平
安
京
（

京
都
）

遷
都

平
城
京
（

奈
良
）

に
遷
都

大
宝
律
令
制
定

藤
原
京
で
き
る

こ
の
こ
ろ
岩
滑
遺
跡
（

半
田
市
）

で
農
業
始
ま
る

こ
の
こ
ろ
入
海
貝
塚
（

東
浦
町
）

で
き
る

参
　
考
　
事
　
項



観
応
　
元

建
武
年
間

建
武
　
三

乾
元
　
元

弘
安
　
九

文
永
一
一

寛
元
　
三

文
暦
　
元

寛
喜
　
二

元
仁
　
元

建
暦
　
元 三

建
久
　
元

承
安
　
二

永
暦
　
元

平
治
　
元

仁
平
　
三

康
治
　
二

永
治
　
元

永
久
　
五

一
一
世
紀

天
徳
　
二

天
暦
　
九

一
三
五
〇

一
三
三
四
～

三
六

一
三
三
六

一
三
〇
二

一
二
八
六

一
二
七
四

一
二
四
五

一
二
三
四

一
二
三
〇

一
二
二
四

一
二
一
一

一
一
九
二

一
一
九
〇

一
一
七
二

一
一
六
〇

一
一
五
九

一
一
五
三

一
一
四
三

一
一
四
一

一
一
一
七

～

一
二
世
紀

九
五
八

九
五
五

宮
津
光
西
寺
創
建
さ
れ
る
（

光
西
寺
縁
起
）

祠
官
供
僧
等
言
上
状
）

こ
の
こ
ろ
、

足
利
尊
氏
、

英
比
郷
を
不
断
大
般
若
経
料
と
し
て
熱
田
社
に
寄
進
す
る
（

熱
田
社

板
山
熊
野
神
社
、

紀
伊
熊
野
よ
り
勧
請
さ
れ
る
（

板
山
郷
土
史
）

新
海
淳
彰
、

大
古
根
・
乙
川
・
亀
崎
を
ひ
ら
く
（

英
比
麿
公
同
族
会
）

新
海
淳
英
、

柳
審
城
を
築
く
（

英
比
麿
公
同
族
会
）

椋
岡
平
泉
寺
、

本
尊
不
動
明
王
立
像
・
毘
沙
門
天
立
像
修
理
す
る
（

修
理
銘
）

椋
岡
平
泉
寺
、

願
主
法
印
権
大
僧
都
能
親
に
よ
り
阿
弥
陀
如
来
修
理
す
る
（

修
理
銘
）

卯
之
山
最
勝
寺
現
在
地
に
移
築
す
る
（

寺
伝
）

英
比
郷
内
乙
河
村
地
頭
職
、

雅
宝
に
譲
渡
さ
れ
る
（
「

斉
民
要
術
」

裏
文
書
）

英
比
郷
地
頭
職
惣
領
、

賀
貫
三
条
局
が
養
子
能
親
に
譲
渡
す
る
（
「

斉
民
要
術
」

裏
文
書
）

萩
大
山
祇
神
社
（

山
神
社
）

創
建
さ
れ
る
（

社
伝
）

源
頼
朝
、

野
間
墓
参
の
帰
途
平
泉
寺
に
寄
り
円
月
坊
と
名
づ
け
る
（

寺
伝
）

卯
之
山
津
嶋
神
社
、

津
島
牛
頭
天
王
社
よ
り
勧
請
さ
れ
る
（

棟
札
）

源
義
朝
家
臣
、

渋
谷
金
王
丸
ク
ツ
ワ
を
最
勝
寺
に
寄
進
す
る
（

寺
伝
）

平
重
盛
、

矢
口
済
乗
院
に
善
光
寺
仏
を
寄
進
す
る
（

善
光
寺
如
来
略
縁
記
）

椋
岡
平
泉
寺
、

阿
弥
陀
如
来
で
き
る
（

墨
書
）

大
古
根
蓮
慶
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

こ
の
こ
ろ
阿
久
比
谷
虫
供
養
始
ま
る

植
五
郷
社
創
建
さ
れ
る
（

社
伝
）

白
沢
北
原
天
神
創
建
さ
れ
る
（

社
伝
）

足
利
尊
氏
、

室
町
幕
府
（

一
三
三
八
）

を
開
く

源
頼
朝
、

鎌
倉
幕
府
を
開
く

源
義
朝
、

尾
張
国
野
間
で
長
田
忠
致
に
討
た
れ
る

こ
の
こ
ろ
知
多
半
島
で
窯
業
が
盛
ん
に
な
る

良
忍
上
人
、

融
通
念
仏
を
始
め
る

野
間
内
海
荘
・
枳
豆
志
荘
・
堤
田
荘
・
大
野
荘
が
成
立
す
る



一
三

一
一

天
文
　
二

永
正
年
間

永
正
　
五 三

文
亀
　
二

明
応
　
二

文
明
　
七

文
明
　
二

応
仁
　
元

長
禄
　
二

康
正
　
元 五

文
安
　
四

永
享
　
三

二
〇

応
永
一
五

明
徳
年
間

明
徳
　
三

至
徳
　
二

貞
治
　
三

一
五
四
四

一
五
四
二

一
五
三
三

一
五
〇
八

一
五
〇
三

一
五
〇
二

一
四
九
三

一
四
七
五

一
四
七
〇

一
四
六
七

一
四
五
八

一
四
五
五

一
四
四
八

一
四
四
七

一
四
三
一

一
四
一
三

一
四
〇
八

一
三
九
二

一
三
八
五

一
三
六
四

草
木
正
盛
院
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

横
松
神
明
社
創
建
さ
れ
る
（

神
明
社
由
緒
書
）

卯
之
山
弘
誓
院
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

椋
岡
雲
谷
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

白
沢
宝
安
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

福
住
興
昌
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

英
比
谷
古
来
念
仏
供
養
講
番
で
き
る

伝
）

大
古
根
蓮
知
坊
（

後
の
蓮
慶
寺
）
、

正
了
に
よ
り
天
台
宗
か
ら
浄
土
真
宗
に
改
宗
さ
れ
る
（

寺

久
松
寺
を
洞
雲
院
と
し
て
再
建
し
、

曹
洞
宗
と
な
る
（

寺
伝
）

英
比
郷
、

伏
見
宮
家
の
手
を
離
れ
る
（

塩
尻
）

草
木
八
幡
神
社
創
建
さ
れ
る
（

八
幡
神
社
文
書
）

敷
政
門
院
没
し
、

英
比
郷
が
貞
成
親
王
に
譲
渡
さ
れ
る
（

塩
尻
）

草
木
に
龍
光
寺
薬
師
堂
建
立
さ
れ
る
（

社
伝
）

阿
久
比
東
光
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

久
松
道
定
が
阿
古
居
（

阿
久
比
）

に
定
住
す
る
（

久
松
氏
系
図
）

矢
口
箭
比
神
社
、

地
蔵
山
の
地
に
移
し
た

英
比
郷
、

醍
醐
寺
座
主
の
も
と
に
統
轄
さ
れ
る
（

醍
醐
寺
文
書
）

如
意
寺
（

知
多
市
）

の
大
般
若
経
に
英
比
郷
矢
口
極
楽
寺
（

済
乗
院
）

の
奥
書
あ
り

矢
口
済
乗
院
創
建
さ
れ
る
（

済
乗
院
縁
起
）

尾
張
国
内
神
名
帳
に
阿
久
比
神
社
記
載
さ
れ
る

こ
の
こ
ろ
味
噌
の
大
量
生
産
始
ま
る

水
野
貞
守
、

緒
川
城
築
城
・
乾
坤
院
を
創
建
す
る

義
遠
と
戦
い
、

義
春
死
す

一
色
義
直
・
義
春
、

知
多
に
攻
め
入
り
、

大
野
荘
領
主
の
弟
一
色

応
仁
の
乱



明
暦
　
二

慶
安
　
元

一
五

寛
永
一
一 七

元
和
　
三

一
八

一
三

一
二 八 七 六

慶
長
　
三 四

文
禄
　
二 五

天
正
　
四

一
〇 八 三

永
禄
　
元

一
六

天
文
一
五

一
六
五
六

一
六
四
八

一
六
三
八

一
六
三
四

一
六
二
一

一
六
一
七

一
六
一
三

一
六
〇
八

一
六
〇
七

一
六
〇
三

一
六
〇
二

一
六
〇
一

一
五
九
八

一
五
九
五

一
五
九
三

一
五
七
七

一
五
七
六

一
五
六
七

一
五
六
五

一
五
六
〇

一
五
五
八

一
五
四
七

一
五
四
六

萩
村
申
新
田
縄
入
す
る

横
松
村
子
新
田
縄
入
す
る

板
山
弥
陀
堂
（

東
雲
寺
）

創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

桑
名
城
主
久
松
定
行
（

於
大
の
孫
）

侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
、

松
山
城
主
（

一
〇
万
石
）

と
な
る

多
賀
神
社
新
殿
建
立
さ
れ
る
（

多
賀
神
社
由
緒
書
）

阿
久
比
谷
虫
供
養
復
活
す
る

宮
津
祐
正
庵
を
光
西
寺
と
改
め
る
（

寺
伝
）

伊
奈
備
前
守
、

阿
久
比
各
村
を
検
地
す
る

於
大
の
方
、

家
康
を
伏
見
城
に
訪
ね
、

八
月
二
十
八
日
城
内
に
て
死
去
す
る

草
木
西
八
幡
社
創
建
さ
れ
る
（

社
伝
）

植
神
明
社
本
殿
再
建
さ
れ
る
（

棟
札
）

知
多
地
方
に
大
雨
、

英
比
川
が
各
所
で
決
壊
し
、

田
圃
は
満
水
稲
を
腐
ら
す
（

宮
津
英
比
私
史
）

板
山
安
楽
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

佐
久
間
の
事
実
に
反
す
る
告
げ
口
に
よ
り
坂
部
城
主
久
松
信
俊
、

大
阪
四
天
王
寺
で
切
腹
す
る

阿
久
比
谷
供
養
仏
画
・
仏
具
、

法
難
に
遭
い
熱
田
に
奪
い
去
ら
れ
る

佐
久
間
信
盛
の
手
勢
に
よ
っ

て
坂
部
城
落
城
す
る

石
山
（

大
阪
）

合
戦
に
光
西
寺
・
聞
行
寺
（

東
光
寺
）

・
蓮
慶
寺
出
兵
す
る

里
村
紹
巴
、

椋
原
と
い
う
人
の
案
内
で
阿
久
比
を
通
り
大
野
へ
行
く
（

富
士
見
道
記
）

阿
久
比
（

稗
之
宮
）

に
地
蔵
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

松
平
元
康
（

徳
川
家
康
）
、

知
里
付
の
陣
か
ら
坂
部
城
を
訪
れ
於
大
の
方
と
対
面
す
る

宮
津
谷
性
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

於
大
の
方
、

坂
部
城
主
久
松
俊
勝
に
再
嫁
す
る

坂
部
城
主
久
松
俊
勝
、

佐
治
氏
と
和
解
す
る

徳
川
義
直
、

尾
張
の
領
主
と
な
る

徳
川
家
康
、

江
戸
幕
府
を
開
く

織
田
信
長
、

今
川
義
元
を
桶
狭
間
に
破
る



寛
保
　
二 四

元
文
　
三

享
保
年
間

一
四

一
三

享
保
一
二

一
〇 八 六

元
禄
　
三

貞
享
　
三

天
和
　
三 五

延
宝
　
元

寛
文
末
年

一
二 九

寛
文
　
五

万
治
　
元

明
暦
　
四

一
七
四
二

一
七
三
九

一
七
三
八

一
七
一
六
～

三
六

一
七
二
九

一
七
二
八

一
七
二
七

一
六
九
七

一
六
九
五

一
六
九
三

一
六
九
〇

一
六
八
六

一
六
八
三

一
六
七
七

一
六
七
三

一
六
七
二

一
六
六
九

一
六
六
五

一
六
五
八

一
六
五
八

横
松
村
、

阿
久
比
谷
虫
供
養
に
新
規
加
入
す
る
（

阿
久
比
谷
虫
供
養
記
）

宮
津
村
免
定
初
出
（

一
三
三
年
間
中
一
一
〇
年
）

大
洪
水
、

英
比
川
決
壊
し
、

下
半
田
浸
水
す
る

萩
法
久
院
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

横
松
村
・
板
山
村
酉
新
田
縄
入
す
る

卯
之
山
村
・
矢
口
村
後
酉
新
田
縄
入
す
る

英
比
川
決
壊
、

岩
滑
村
浜
新
田
に
潰
地
で
き
る

東
泉
坊
雨
池
、

板
山
・
福
住
の
立
合
池
と
し
て
石
浜
村
（

東
浦
町
石
浜
）

に
で
き
る

宮
津
村
惣
平
家
の
酒
造
高
は
七
〇
七
石

高
岡
村
免
定
初
出
（

一
七
一
年
間
中
九
九
年
）

宮
津
の
新
海
淳
武
、

白
沢
の
北
原
天
神
に
連
歌
千
句
を
寄
進
す
る
（

白
沢
八
幡
社
蔵
）

北
原
天
神
社
造
営
遷
宮
さ
れ
る

植
地
蔵
堂
造
営
さ
れ
る

植
村
村
記
録
初
出
（

一
二
五
年
間
中
一
二
五
年
）

板
山
村
免
定
初
出
（

一
八
七
年
間
中
一
二
二
年
）

阿
久
比
谷
虫
供
養
仏
画
、

熱
田
か
ら
帰
る

阿
久
比
町
域
の
人
口
四
四
七
五
（

寛
文
村
々
覚
書
）

高
岡
村
子
新
田
縄
入
す
る

稗
之
宮
村
山
方
新
田
縄
入
す
る

福
住
村
・
白
沢
村
・
草
木
村
・
坂
部
村
・
卯
之
山
村
・
矢
口
村
の
酉
新
田
縄
入
す
る

角
岡
村
（

椋
岡
）

の
平
泉
寺
に
寺
子
屋
開
設
す
る

福
住
縣
神
社
、

氏
神
二
ノ
宮
大
明
神
と
し
て
造
営
さ
れ
る
（

縣
神
社
記
録
）

半
田
村
山
方
新
田
開
発
し
、

半
田
池
築
造

尾
張
藩
、

五
人
組
制
施
行

尾
張
藩
、

造
酒
米
高
を
改
め
る



嘉
永
　
元

弘
化
　
二

一
〇 八

天
保
　
七 七

文
政
　
五 九 八

文
化
　
三

一
一 五

寛
政
　
元 三

天
明
　
二 八

明
和
　
四

宝
暦
年
間

一
三 五

宝
暦
　
三

寛
保
　
三

一
八
四
八

一
八
四
五

一
八
三
九

一
八
三
七

一
八
三
六

一
八
二
四

一
八
二
二

一
八
一
二

一
八
一
一

一
八
〇
六

一
七
九
九

一
七
九
三

一
七
八
九

一
七
八
三

一
七
八
二

一
七
七
一

一
七
六
七

一
七
五
一
～

六
四

一
七
六
三

一
七
五
五

一
七
五
三

一
七
四
三

宮
津
・
白
沢
、

異
国
船
漂
流
の
と
き
役
人
小
休
場
所
と
な
る

暴
風
雨
に
よ
り
英
比
川
の
堤
防
東
西
に
決
壊
し
、

大
き
な
被
害
を
受
け
る

楪
池
西
部
新
田
開
発
に
つ
い
て
矢
田
村
（

常
滑
市
）

と
紛
糾
す
る

俳
人
平
井
大
巣
（

草
木
出
身
）

死
去
す
る

暴
風
雨
に
よ
り
英
比
川
の
堤
防
各
所
で
決
壊
し
、

大
き
な
被
害
を
受
け
る

岡
戸
半
蔵
、

亮
山
和
尚
、

武
田
安
兵
衛
の
三
人
で
知
多
四
国
霊
場
を
開
く

阿
久
比
町
域
の
人
口
六
八
八
九
（

尾
張
徇
行
記
）

俳
人
竹
内
竹
有
「

常
の
こ
と
」

を
著
す

板
山
東
雲
寺
創
建
さ
れ
る

椋
岡
正
保
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

俳
人
竹
内
竹
有
（

草
木
出
身
）
「

花
鳥
楽
事
」

を
著
す

阿
久
比
東
光
寺
、

大
野
村
光
明
寺
内
の
聞
行
寺
を
移
し
再
建
す
る

大
雨
で
英
比
川
、

宮
津
西
森
下
へ
決
壊
、

死
者
四
人
・
流
失
家
屋
二
軒
の
被
害
あ
り

草
木
、

中
島
に
郷
倉
を
建
て
る

草
木
川
決
壊
し
、

白
沢
村
田
一
面
に
土
砂
流
入
す
る

萩
村
、

宮
津
村
か
ら
分
離
独
立
す
る
（

棟
札
）

植
地
蔵
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

落
合
圦
新
設
に
関
し
て
英
比
輪
中
一
三
か
村
協
定
を
す
る

横
松
村
・
植
村
亥
新
田
縄
入
す
る

卯
之
山
最
勝
寺
、

珍
上
山
長
泉
寺
を
最
勝
寺
と
改
名
す
る

宮
津
村
・
草
木
村
・
稗
之
宮
村
・
矢
口
村
、

高
岡
村
亥
新
田
縄
入
す
る

春
、

米
価
一
両
に
二
斗
八
升
と
な
る

尾
張
藩
の
米
切
手
を
新
札
に
切
り
替
え
る

配 横
須
賀
代
官
設
置
し
、

西
浦
の
名
和
以
南
大
泊
ま
で
七
五
村
を
支

ど
を
支
配

鳴
海
代
官
設
置
し
、

知
多
東
浦
七
二
村
と
愛
知
郡
南
部
一
三
村
な

尾
張
に
大
雨
、

東
海
道
鳴
海
宿
流
失



一
二

一
一 九 六 五 四

明
治
　
二

慶
応
　
三

元
治
　
元

文
久
　
三 六 四

安
政
　
三 三

嘉
永
　
二

一
八
七
九

一
八
七
八

一
八
七
六

一
八
七
三

一
八
七
二

一
八
七
一

一
八
六
九

一
八
六
七

一
八
六
四

一
八
六
三

一
八
五
九

一
八
五
七

一
八
五
六

一
八
五
〇

一
八
四
九

角
岡
学
校
（

聡
明
）

・
大
古
根
学
校
（

隆
親
）

に
改
名
す
る

宮
津
学
校
（

開
継
）

・
福
住
学
校
（

友
文
）

・
坂
部
学
校
（

総
整
）

・
草
木
学
校
（

彫
琢
）

・

第
一
回
県
会
議
員
選
挙
で
阿
久
比
村
植
の
端
山
忠
左
衛
門
が
当
選
す
る

阿
久
比
谷
一
六
か
村
合
併
し
て
阿
久
比
村
と
な
る

阿
久
比
東
光
寺
、

本
堂
建
立
さ
れ
る

聡
明
学
校

<

の
ち
の
南
部
小

>

平
泉
寺
で
開
か
れ
る

隆
親
学
校
、

蓮
慶
寺
で
開
か
れ
る

彫
琢
学
校

<

の
ち
の
草
木
小

>

竹
内
伊
右
衛
門
宅
で
開
か
れ
る

友
文
学
校
、

福
住
興
昌
寺
で
開
か
れ
る

開
継
学
校

<

の
ち
の
東
部
小

>

谷
性
寺
で
開
か
れ
る

に
設
置
す
る

愛
知
県
の
管
轄
に
移
し
、

知
多
郡
は
愛
知
県
第
七
大
区
と
な
り
区
会
所
を
横
須
賀
（

現
東
海
市
）

知
多
郡
は
額
田
県
第
一
大
区
と
な
り
、

知
多
支
庁
を
横
須
賀
（

現
東
海
市
）

に
設
置
す
る

総
整
学
校

<

の
ち
の
英
比
小
>

洞
雲
院
で
開
か
れ
る

廃
藩
置
県
に
よ
り
知
多
群
の
全
域
が
額
田
県
に
属
す
る

廃
仏
毀
釈
で
阿
久
比
谷
虫
供
養
が
法
難
、

仏
画
具
を
各
字
に
分
散
す
る

大
古
根
英
比
家
に
神
札
が
降
る
（

伝
承
）

宮
津
舟
橋
家
に
津
嶋
神
社
神
札
が
降
る

卯
之
山
村
竹
内
鎌
三
郎
、

藝
州
出
陣
の
た
め
鳴
海
陣
屋
知
多
郡
人
夫
締
方
を
命
ぜ
ら
れ
る

横
松
清
来
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

横
松
の
俳
人
国
水
死
去
す
る

宮
津
、

異
国
船
渡
来
の
と
き
矢
梨
村
へ
出
張
人
足
帳
差
し
出
す

横
松
清
光
寺
創
建
さ
れ
る
（

寺
伝
）

宮
津
庄
屋
に
、

異
国
船
渡
来
の
と
き
指
図
書
来
る

学
制
発
布
（

八
大
学
区
）

版
籍
奉
還

大
政
奉
還

知
多
地
方
に
コ
レ
ラ
大
流
行



一
四

一
二 九 七 五 四

大
正
　
三

四
〇

三
九

三
七

三
五

三
三

三
一

二
七

二
四

二
三

二
二

二
〇

一
九

明
治
一
七

一
九
二
五

一
九
二
三

一
九
二
〇

一
九
一
八

一
九
一
六

一
九
一
五

一
九
一
四

一
九
〇
七

一
九
〇
六

一
九
〇
四

一
九
〇
二

一
九
〇
〇

一
八
九
八

一
八
九
四

一
八
九
一

一
八
九
〇

一
八
八
九

一
八
八
七

一
八
八
六

一
八
八
四

第
二
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
七
七
三
一
）

第
一
回
国
勢
調
査
（

人
口
七
七
七
六
）

阿
久
比
第
四
尋
常
小
学
校
創
立
す
る

県
道
名
古
屋
・
半
田
線
が
開
通
す
る

萩
の
「

山
ノ
神
」

が
大
山
祇
神
社
と
改
称
す
る

椋
原
八
幡
社
と
角
岡
八
幡
社
が
合
併
し
村
社
八
幡
神
社
と
な
る
（

棟
札
）

知
多
郡
庁
に
お
い
て
阿
久
比
村
と
半
田
町
の
水
利
問
題
を
協
議
、

水
利
協
定
を
結
ぶ

知
多
瓦
斯
株
式
会
社
に
よ
っ

て
阿
久
比
に
送
電
が
開
始
さ
れ
る

矢
勝
川
後
田
樋
管
改
修
を
め
ぐ
り
阿
久
比
村
と
半
田
町
対
立
、

郡
長
仲
裁
に
の
り
出
す

小
学
校
令
改
正
に
よ
り
阿
久
比
第
一
・
第
二
・
第
三
尋
常
小
学
校
と
な
る

阿
久
比
村
・
東
阿
久
比
村
・
上
阿
久
比
村
の
三
村
合
併
に
よ
り
阿
久
比
村
と
な
る

宮
津
郵
便
受
取
所
（

明
治
三
十
八
年
宮
津
郵
便
局
）

開
設
さ
れ
る

阿
久
比
村
と
半
田
町
、

樋
門
改
修
を
め
ぐ
り
対
立
す
る

樋
門
改
築
の
議
起
こ
る

英
比
川
堤
防
大
雨
の
た
め
決
壊
し
、

放
水
口
を
め
ぐ
り
阿
久
比
村
と
半
田
乙
川
間
で
騒
動
発
生
、

第
一
回
衆
議
院
選
挙
、

第
七
区
（

知
多
郡
）

阿
久
比
村
植
の
端
山
忠
左
衛
門
が
当
選
す
る

市
制
町
村
制
施
行
に
よ
り
阿
久
比
村
・
東
阿
久
比
村
・
上
阿
久
比
村
と
な
る

知
多
郡
酒
造
家
九
八
人
、

知
多
郡
豊
醸
組
を
結
成
す
る

白
沢
村
・
草
木
村
・
卯
坂
村
・
阿
久
比
村
・
椋
岡
村
・
矢
高
村
・
植
大
村
）

阿
久
比
村
が
分
離
し
て
一
二
か
村
と
な
る
（

横
松
村
・
萩
村
・
宮
津
村
・
板
山
村
・
福
住
村
・

関
東
大
震
災
発
生

第
一
次
世
界
大
戦
始
ま
る

日
露
戦
争
始
ま
る

日
清
戦
争
始
ま
る

濃
尾
地
震
発
生

知
多
郡
で
陸
海
軍
大
演
習
を
実
施

大
府
駅
が
開
業
し
、

武
豊
線
は
大
府
・
武
豊
間
と
な
る

国
鉄
武
豊
線
（

熱
田
―

武
豊
）

開
通
す
る



三
〇

二
八

二
七

二
五

二
四

二
三

二
二

二
一

二
〇

一
九

一
六

一
五

一
四

一
二

一
〇 七 六 五

昭
和
　
四

大
正
一
五

一
九
五
五

一
九
五
三

一
九
五
二

一
九
五
〇

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
七

一
九
四
六

一
九
四
五

一
九
四
四

一
九
四
一

一
九
四
〇

一
九
三
九

一
九
三
七

一
九
三
五

一
九
三
二

一
九
三
一

一
九
三
〇

一
九
二
九

一
九
二
六

第
八
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
一
二
五
八
六
）

町
制
施
行
で
阿
久
比
町
と
な
る

町
教
育
委
員
会
設
置
す
る

第
七
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
一
二
〇
六
一
）

阿
久
比
農
業
協
同
組
合
が
で
き
る

第
六
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
一
一
〇
四
九
）

阿
久
比
村
立
阿
久
比
中
学
校
が
椋
岡
字
丸
山
に
創
設
さ
れ
る

三
河
地
震
発
生

東
南
海
地
震
が
発
生
し
、

常
滑
線
と
三
河
線
大
き
な
被
害
受
け
る

国
民
学
校
令
に
よ
り
阿
久
比
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
国
民
学
校
に
改
め
る

第
五
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
八
五
九
一
）

青
年
訓
練
所
を
青
年
学
校
に
改
め
る

第
四
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
八
三
七
七
）

萩
法
久
院
、

埼
玉
県
よ
り
移
籍
し
再
建
さ
れ
る

知
多
電
気
鉄
道
第
一
期
線
（

太
田
川
―

成
岩
間
）

開
通
す
る

第
三
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
八
一
五
三
）

草
木
西
八
幡
社
、

村
社
八
幡
神
社
（

東
八
幡
神
社
）

に
合
祀
さ
れ
る

青
年
訓
練
所
令
に
よ
り
阿
久
比
第
一
・
第
二
・
第
三
・
第
四
青
年
訓
練
所
を
開
設
す
る

前
役
場
庁
舎
竣
工
す
る
（

大
字
阿
久
比
字
宮
前
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
放
送
始
ま
る

講
和
条
約
発
効

朝
鮮
戦
争
始
ま
る

湯
川
秀
樹
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
す
る

農
地
改
革

日
本
国
憲
法
公
布
さ
れ
る

第
二
次
世
界
大
戦
終
わ
る

広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下
さ
れ
る

日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結

第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

日
中
戦
争
始
ま
る

世
界
恐
慌
始
ま
る



五
二

五
一

五
〇

四
六

四
五

四
四

四
三

四
〇

三
九

三
八

三
六

三
五

三
四

三
二

昭
和
三
一

一
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

一
九
七
一

一
九
七
〇

一
九
六
九

一
九
六
八

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
一

一
九
六
〇

一
九
五
九

一
九
五
七

一
九
五
六

西
尾
知
多
線
の
立
体
交
差
開
通
す
る

中
央
公
民
館
本
館
新
築
す
る

台
風
一
七
号
に
よ
り
町
内
各
地
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
害
を
受
け
る

第
一
二
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
〇
八
六
七
）

知
多
半
島
道
路
全
線
開
通
す
る

阿
久
比
中
学
校
、

大
字
卯
坂
字
半
田
ヶ

峯
へ
新
築
移
転
す
る

第
一
一
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
一
八
四
九
九
）

四
駐
在
所
を
統
合
し
て
半
田
警
察
署
阿
久
比
派
出
所
発
足
す
る

横
断
歩
道
橋
、

坂
部
駅
西
に
完
成
す
る

平
泉
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
が
愛
知
県
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

第
一
〇
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
一
三
七
七
五
）

上
水
道
、

県
営
水
道
を
導
入
す
る

町
営
プ
ー

ル
、

役
場
庁
舎
西
に
完
成
す
る

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

完
成
す
る

本
町
で
初
め
て
英
比
小
学
校
鉄
筋
校
舎
に
改
築
す
る

阿
久
比
町
商
工
会
、

県
商
工
会
に
届
け
出
す
る

愛
知
用
水
通
水
す
る

簡
易
水
道
、

阿
久
比
・
椋
岡
・
矢
高
・
植
大
地
区
に
竣
工
す
る

第
九
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
一
二
九
一
八
）

役
場
庁
舎
竣
工
す
る
（

大
字
卯
坂
字
殿
越
）

伊
勢
湾
台
風
襲
来
す
る

任
命
制
度
の
教
育
委
員
会
発
足
す
る

簡
易
水
道
、

宮
津
・
萩
地
区
に
竣
工
す
る

阿
久
比
町
商
工
会
発
足
す
る

東
名
高
速
道
路
開
通

名
神
高
速
道
路
開
通

東
海
道
新
幹
線
開
通

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催

カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
放
送
始
ま
る



一
七

一
五

一
二

　
一
〇 七 五 三 二

平
成
　
元

六
三

六
〇

五
八

五
七

五
六

五
五

五
四

昭
和
五
三

二
〇
〇
五

二
〇
〇
三

二
〇
〇
〇

一
九
九
八

一
九
九
五

一
九
九
三

一
九
九
一

一
九
九
〇

一
九
八
九

一
九
八
八

一
九
八
五

一
九
八
三

一
九
八
二

一
九
八
一

一
九
八
〇

一
九
七
九

一
九
七
八

第
一
八
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
四
五
七
七
）

愛
・
地
球
博
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
相
手
国
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
ア
ラ
ン
・
ケ
マ
ケ
ザ
首
相
一
行
来
町

阿
久
比
ス
ポ
ー

ツ
村
オ
ー

プ
ン

第
一
七
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
四
〇
二
八
）

ほ
く
ぶ
幼
稚
園
新
築
移
転

第
一
六
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
三
八
九
〇
）

名
誉
町
民
久
松
定
武
氏
死
去
す
る

ふ
れ
あ
い
の
森
、

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
施
設
と
し
て
完
成
す
る

も
ち
の
木
園
新
築
移
転
す
る

第
一
五
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
三
九
三
二
）

オ
ア
シ
ス
大
橋
完
成
す
る

オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー

完
成
す
る

第
一
四
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
三
三
四
一
）

阿
久
比
谷
虫
供
養
が
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

阿
久
比
駅
新
設
さ
れ
る

町
立
図
書
館
、

坂
部
城
址
に
で
き
る

も
ち
の
木
園
、

心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
と
し
て
開
所
す
る

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
始
ま
る

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

新
築
移
転
す
る

オ
ア
シ
ス
運
動
始
ま
る

第
一
三
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
〇
八
八
〇
）

菊
づ
く
り
運
動
始
ま
る

県
立
阿
久
比
高
校
開
校
す
る

農
免
道
路
（

町
道
三
〇
八
四
号
線
）
、

西
部
地
区
に
完
成
す
る

中
部
国
際
空
港
（

セ
ン
ト
レ
ア
）

開
港

愛
・
地
球
博
（

愛
知
万
博
）

開
催

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク

阪
神
淡
路
大
地
震



二

令
和
元

三
〇

二
九

二
七

二
六

二
五

二
三

二
二

二
〇

平
成
一
八

二
〇
二
〇

二
〇
一
九

二
〇
一
八

二
〇
一
七

二
〇
一
五

二
〇
一
四

二
〇
一
三

二
〇
一
一

二
〇
一
〇

二
〇
〇
八

二
〇
〇
六

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

竣
工
式
、

愛
称
「

A
G
U
M
O
G
U

(

あ
ぐ
も
ぐ
）
」

政
府
が
全
国
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「

緊
急
事
態
宣
言
」

を
発
出

第
四
〇
回
阿
久
比
町
み
ん
な
の
菊
花
展
・
記
念
大
会
を
開
催

町
制
６
５
周
年
記
念
式
典

第
一
二
回
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
（

町
村
の
部
）

で
優
勝

多
目
的
ホ
ー

ル
完
成
・
内
覧
会
、

記
念
行
事

第
二
〇
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
七
七
四
七
）

新
庁
舎
竣
工
式
・
内
覧
会

阿
久
比
中
学
校
プ
ー

ル
完
成

循
環
バ
ス
「

ア
グ
ピ
ー

号
」

本
格
運
行
開
始

あ
ぐ
い
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
六
〇
中
央
公
民
館
南
館
に
て
開
催

蓮
慶
寺
本
堂
、

大
門
、

土
塀
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

英
比
保
育
園
開
園
、

英
保
育
園
・
北
原
保
育
園
休
園

循
環
バ
ス
試
行
運
行
開
始

第
一
九
回
国
勢
調
査
（

人
口
　
二
五
四
六
六
）

名
鉄
阿
久
比
駅
、

特
急
停
車
駅
に
な
る

名
鉄
椋
岡
駅
廃
止

阿
久
比
交
番
、

阿
久
比
駅
前
に
移
転

東
日
本
大
震
災

中
世
以
前
の
阿
久
比
町
域
に
関
し
て
は
史
実
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、
地
元
伝
承
や

関
係
者
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
明
ら
か
に
史
実
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
留
意
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

「
注
記
」


